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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 600 ha

平成 17 年度　～ 平成 23 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成１５年度末 平成２１年度

人 平成１４年度末 平成２１年度

人 平成15年度末 平成２１年度

人 平成15年度末 平成２１年度

25

旧奥津邸・玄海田公園イベント参加者 旧奥津邸・玄海田公園で主催するイベントに参加した一般市民の人数
市民活動の拠点となる施設を整備することにより、公園を利用者数が
増加する。

722 1200

旧奥津邸の運営を担うスタッフの数
実行委員会・ボランティア

旧奥津邸活用実行委員会の加入者 市民活動の拠点となる施設を整備することにより、公園の運営を担う人材
が増える

20

70

イベント参加者数 イベントに参加した一般市民の人数
公園、緑地保全地区、市民の森、河川、農地等を里山空間として一体的に
整備することにより、川遊びをする人が増える。

265 450

水辺愛護会等の加入者数 水辺愛護会等の活動団体の加入者
親しみやすい川を整備することにより、川で活動する水辺愛護会等の加入
者数が増える。

64

緑地や農地、河川等が一体となった里山空間の保全・創造と地域の活性化が求められている。
市民が自然環境を楽しみ、体験、学習、交流するための拠点整備が必要。
「旧奥津邸」を市民との協働により、市民利用ニーズに沿った利活用が求められている。
拠点整備やイベント等の開催による来訪者の増加や農地の活用等による地域の活性化が求められている。
鶴見川水系１級河川恩田川の合流点から上流約1kmまでは、昭和４０年代から５０年代に治水優先で護岸のみを改修し、親水性や生物生息環境に配慮されていない。
下流区間においても，市民ニーズにあった整備や市民協働による維持管理が求められている。

公園、緑地保全地区、市民の森、河川、農地等を里山空間として一体的に整備することにより、水と緑のネットワークを構築する。
水と緑のネットワークの構築により、市民が総合的に自然環境を楽しみ、体験、学習、交流する場となるるとともに、近隣小学校の総合的学習、環境教育の場となる。
公園整備等による拠点整備による集客や農地の活用による観光農園等、市民が農とふれあえる場の整備により地域が活性化される。
水辺の楽校協議会や水辺愛護会活動のフィールドが広がることにより、地域住民の意識の向上が図られ、住民と行政が協働した施設管理・愛護・美化計画の実現が可能となる。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 神奈川県 横浜市 緑区三保・新治地区

計画期間 交付期間 21

横浜市の緑の七大拠点の一つ、「三保・新治地区」と鶴見川とを結ぶ水と緑のネットワークの構築を目指して、地区内の緑地や水辺、農地、歴史的建造物等の地域資源や水辺の楽校プロジェクト等の資産を最大限に活用しながら、市民と協働して里山の
自然環境を楽しみ、体験、学習、交流するための里山空間を保全・創造することで、地域の環境アメニティの向上、レクリエーションの場の創出を図るとともに、来訪者の増加や農地の活用等による地域の活性化を促進する。

　三保・新治地区は、駅から近く、利便性の高い区域での住宅開発が進んでいる一方、横浜の原風景の一つである農と里山の景観が残されている地区です。
　地区内には市内でも最大級の大規模な緑地があり、横浜市緑の基本計画において「緑の７大拠点」に位置づけるとともに、地区の中央を流れる梅田川についても「鶴見川流域水マスタープラン」の中でも骨格となる河川として検討されており、「横浜市都
市計画マスタープラン・緑区プラン」でも、これらを水と緑の貴重な環境資源として位置づけられています。
　このうち、新治地区では、「北の森構想」に基づいて、緑地や農地を一体的に保全しながら地域住民や地域外の市民が里山の自然環境を楽しみ、体験、学習、交流する場として、生態系に配慮した持続可能な自然循環型環境の整備を行うとともに、拠
点施設整備による来訪者の増加や農地の活用等による地域の活性化を目指しており、現在、（仮称）新治里山公園と緑地保全地区の都市計画決定へ向けて地域との調整を行っています。
　また、新治地区にある「旧奥津邸」については、歴史的建造物である長屋門等もあることから横浜市が寄附を受けており、この地区の特徴的な里山景観を構成する地域資源として保全しながら整備することが求められています。これまでもイベント等の
暫定的な利用を通じて市民利用の拠点として活用方策を検討しているところです。
　一方、梅田川は、中流部から約１km区間を「水辺の楽校プロジェクト」事業で整備し、河川の利用・管理などについて地域連携した「水辺の楽校協議会」が、また地域が自主的に水辺の管理活動を行う「水辺愛護会」が組織され、学校等の地域と協調し
てイベントや活動等が行われています。
　これらの地域活動や意見を踏まえ、河川改修の工事の完了により、市が一級河川の管理権限委譲を受けたことによる効果を発現させるため、市民の河川利用促進・管理への市民参加を促進し、「水辺の楽校プロジェクト区間」と同様に水辺に近づけ、
川で遊び・親しめる整備が強く望まれています。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・緑地や農地、河川等が一体となった里山景観を保全・創造する。 ・（仮称）新治里山公園整備

・玄海田公園
・梅田川河川環境整備
・新治市民の森
・霧が丘（旧第三小学校）流域貯留浸透事業

・水と緑のネットワーク形成において親水性や生物生息環境に配慮した整備をする。 ・梅田川親水拠点整備
・梅田川プロムナード整備

・市民が里山の自然環境を楽しみ、体験、学習、交流するとともに地域の活性化にも資する拠点等を「旧奥津邸」なども活用しながら整備する。 ・（仮称）新治里山公園整備
・（仮称）霧が丘コミュニティハウス
・（仮称）霧が丘地域防犯・防災活動拠点等整備
・（仮称）霧が丘地域ケアプラザ

・拠点やプロムナード等の整備により水と緑のネットワーク形成を図る。 ・梅田川親水拠点整備
・梅田川プロムナード整備
・市道北八朔第４５３号線（三保地区）道路改良事業

・市民ニーズに即した整備や市民協働による維持管理を行う。 ・奥津邸実験活用事業
・水辺愛護会補助事業（河川清掃に関する補助）
・（仮称）霧が丘コミュニティハウス
・（仮称）霧が丘地域防犯・防災活動拠点等整備
・梅田川プロムナード整備



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 横浜市 直 73ｍ Ｈ17 Ｈ18 Ｈ17 Ｈ18 44.0 44.0 44.0 44.0

公園 横浜市 直 15.3ha H16 H25 H17 H21 4,865.2 2,617.9 2,617.9 2,617.9

公園 横浜市 直 2.1ha H13 H22 H20 H21 16,724.0 2,389.0 2,389.0 2,389.0

河川 河川環境整備事業 横浜市 直 2,230m H17 H21 H17 H21 370.0 346.0 346.0 346.0

河川 総合流域防災事業 霧が丘（流域貯留浸透事業） 横浜市 直 H18 H19 H18 H19 91.0 91.0 91.0 91.0

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 横浜市 直 66.3ha H18 H25 H18 H21 3,702.6 841.2 841.2 841.2

高質空間形成施設 横浜市 直 720ｍ H18 H21 H18 H21 97.0 97.0 97.0 97.0

高次都市施設

既存建造物活用事業 高次都市施設 横浜市 直 914m2 H19 H19 H19 H19 88.0 88.0 88.0 88.0

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業 0

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 25,981.8 6,514.1 6,514.1 6,514.1 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

横浜市 直 ー H19 H19 H19 H19 22.0 22.0 22.0 22.0

横浜市 直 ー H19 H19 H19 H19 87.5 87.5 87.5 87.5

－ 0.0

－ 0.0

横浜市 直 － H17 H21 H17 H21 0.9 0.9 0.9 0.9

横浜市 直 － H17 H20 H17 H20 38.0 38.0 38.0 38.0

合計 148.4 148.4 148.4 148.4 …B
合計(A+B) 6,662.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
横浜市 － 約１００ha ○ － － －

横浜市 － 48㎡ ○ H19 H19 5

横浜市 － 17.3ha ○ H13 H22 16,742

合計 16,747.0

玄海田公園

緑区三保・新治地区

（仮称）霧が丘コミュニティハウス

新治市民の森

40%

直／間

市道北八朔第453号線（三保地区）

2,665.0

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間

6,662.5

事業
細項目

事業主体事業箇所名

うち民負担分

0

0

うち民負担分

事業

市民の森設置事業

－

－

緑区三保・新治地区

緑区三保・新治地区

規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業期間（いずれかに○）

玄海田公園

緑区三保・新治地区

事業主体 全体事業費

（仮称）霧が丘地域防犯・防災活動拠点等整備

奥津邸実験活用事業

（仮称）霧が丘防災備蓄庫

霧が丘

霧が丘（仮称）霧が丘地域ケアプラザ

公園事業

水辺愛護会補助事業

交付期間内事業期間

所管省庁名

霧が丘

事業箇所名

交付対象事業費 交付限度額 国費率

（仮称）新治里山公園

梅田川

（参考）事業期間
細項目

規模事業主体 直／間事業箇所名事業

地域創造
支援事業

住宅市街地
総合整備
事業



都市再生整備計画の区域

　緑区三保・新治地区地区（神奈川県横浜市） 面積 600 ha 区域 横浜市緑区三保町・新治町、霧が丘、長津田みなみ台、長津田町の一部

鶴見川（恩田川）

梅田川

新治市民の森

三保市民の森

横浜の森動物公園

ＪＲ中山駅

ＪＲ横浜線

至　横浜駅

至　町田駅

緑区

横浜港

旭区

港北区

港南区

泉区

神奈川区

都筑区

青葉区

栄区

中区

西区

磯子区

南区

戸塚区

金沢区

瀬谷区

区

鶴見区

【位置図】

横浜市

川崎市

鎌倉市

大和市

藤沢市

町田市

緑区三保・新治地区（６００ha）

保土ケ谷区



水辺愛護会等の加入者数 （　　人　） 64 （　１５年度） → 70 （　２１年度）
イベント参加者数 （　　人　） 265 （　１４年度） → 450 （　２１年度）

「旧奥津邸」運営スタッフ数 （　　人　） 20 （　１４年度） → 25 （　２１年度）
「旧奥津邸」ｲﾍﾞﾝﾄ参加者数 （　　人　） 722 （　１５年度） → 1200 （　２１年度）

　緑区三保・新治地区（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標

横浜市の緑の七大拠点の一つ「三保・新治地区」と鶴見川とを結ぶ水と緑のネットワークの構築を目指して、

地区内の緑地や水辺、農地、歴史的建造物等の地域資源や水辺の楽校プロジェクト等の資産を最大限に活

用しながら、市民と協働して里山の自然環境を楽しみ、体験、学習、交流するための里山空間を保全・創出す

ることで、地域の環境アメニティの向上、レクリエーショ ンの場の創出を図るとともに、来訪者の増加や農地の

活用等による地域の活性化を促進する。

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

○関連事業
（仮称）霧が丘防災備蓄庫

■基幹事業
総合流域防災事業（流貯）
既存建造物活用事業

□提案事業
（仮称）霧が丘地域防犯・防災活動拠点等整備
（仮称）霧が丘地域ケアプラザ

■基幹事業
（仮称）新治里山公園

■基幹事業
地域生活基盤施設

○関連事業
緑地保全地区
三保市民の森

■基幹事業
玄海田公園

○関連事業
玄海田公園

横浜の森動物公園

□提案事業
奥津邸実験活用事業

■基幹事業
高質空間形成施設

□提案事業
水辺愛護会補助事業

■基幹事業
河川環境整備事業

■基幹事業
道路改良事業

新治市民の森
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